
柴⼜地域の学校改築に関する意⾒のまとめ⽅
区の説明を以下のAからCの３案にまとめ、どの案を意見のまとめとするか話し合っていきます。

① 従来の改築方針

（A案）柴又小学校単独改築

② 柴又地域一連の学校改築（新校舎建設地を基準に２案に分ける）

（B案）柴又小学校敷地に統合校

（C案）東柴又小学校敷地に統合校

委員の主な意⾒
・ 敷地が広く４階建て校舎の建設が可能な東柴又小学校敷地が、新校舎建設地として望ましい。

・ 東柴又小学校のほうが土手に近く、震災時に避難しやすい。 

・ 東柴又小学校には別棟で学童がある。改築後も何らかの形で残してほしい。

・ 小学校が統合すると周年も変わる。その考え方を整理してほしい。

今後の進め⽅
柴又地域一連の学校改築に賛同する意見が多数聞かれましたが、引き続き議論を継続し、次回の

 改築懇談会で意見をまとめていきます。

※ＡからＣの３案の詳細については、第６回懇談会資料別紙２をご覧ください。

　(下記に黄色で示しました区の公式ホームページでご覧いただけます。)

・ 小学生にとって４階建て校舎は体力的に厳しいのではないか。一方で、災害時には4階建ての
　 ほうがいいという気持ちもある。

・ 桜道中学校の生徒が小学校の仮校舎を使う際、中学生の体格に合わせた改修を含め、そのプラ
　 ンを示してほしい。

柴又地域における学校改築に関するお問い合わせ

【事務局】葛飾区施設部 施設管理課 電話：０３－５６５４－８１３８（直通）
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※ 本ニュースでの「柴又地域の学校」は、

柴又小学校、東柴又小学校、桜道中学校を指します。

令和６年５月３０日（木）に第６回を開催しました。今までの区からの説明や検討内容を踏まえ、

今回から本格的な柴又地域の学校改築に関しての意見の取りまとめを始めました。

※区が考える建て替えの手法（柴又地域一連の学校改築）
柴又小学校と東柴又小学校を統合し、いずれかの敷地に両校の児童が通える規模の新校舎を整備。

新校舎工事期間中は、もう一方の学校を統合小学校の仮校舎として利用する。さらに、桜道中学校
を改築する際には、統合小学校仮校舎を活用し、その間に桜道中学校の新校舎を整備するもの。

懇談会資料は以下の区の公式ホームページでご覧いただけます。

トップページ＞子育て・教育＞教育・学校＞小学校・中学校＞学校改築事業＞

柴又地域（柴又小学校、東柴又小学校、桜道中学校）の学校改築について


